
事業名 地域循環共生圏を活用した
持続可能な観光マチづくり推進事業事業

基本コース＿サトモリツーリズムネットワーク

令和６年度鶴岡市市民まちづくり活動促進事業



０.団体について

【団体設立の経緯】

少子高齢化が進み、地域の自然・文化・暮らしが継承できない未来
が間近に迫ってきている。
解決の糸口の一つが関係人口を増やすこと。
『関係人口は交流人口の先にある』
地域住民と旅行者がサトの魅力だけでなく課題にも触れ、関係人口
となり一緒にサトを盛りあげるきっかけが作れる、人生の旅を提供
したい。
サトの自然・文化・暮らしを次世代に継承して持続可能な地域づく
りを推進する。



０.団体について

【活動実績】

《雪下あつみかぶの収穫と漬物づくりタイケン＆温海旬御膳ツアー》
日 時 ： 令和6年2月18日(日) 参加者 ： 7名
目 的 ：サトモリツーリズムネットワーク参加団体のメンバーがお互いのプログラムに参加して、

ツアーパッケージのイメージをつかむ

《田麦俣 和かんじきで七ツ滝スノーウォーク》
日 時 ： 令和6年3月18日(月) 参加者 ： 4名

《藤島 美味しいお米のサトで米俵づくり》
日 時 ： 令和6年3月21日(木) 参加者 ： 4名
目 的 ：サトモリツーリズムネットワーク参加団体が実際に体験プログラムを運営して

改善ポイントを洗い出す

《縄文香る！年に一度のシナノキカワハギタイケンツアー1泊2日》
日 時 ： 令和6年6月22日(土)～23日(日) 参加者 ： 10名
目 的 ：ツアーリンク庄内のHPを運用し、ツアー参加者の募集、運営を実際に行い、

サトモリツーリズム募集ツアーを実施するうえでの改善ポイントを洗い出す
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０.団体について【サトモリツーリズムネットワーク】



1. 取り組みの背景・事業目的

【実施背景（地域特性・その他）】

冬季の観光コンテンツは、降雪による道路状況の悪化や航空機の欠航等により鶴岡へのアク
セスが不便となり、首都圏や遠方からの観光客が減るが、観光コンテンツの魅力やニーズの
掘り起こしを行い、冬季の鶴岡でしか味わえない体験プログラムを造成する。
造成した体験プログラムをモニターに体験してもらい、参加者がその感動をSNS等で発信す
ることで広域へのPRにつなげたい。

【事業目的】

鶴岡市は独自の食文化や多種多様な地域文化が育まれ今も残されているが、少子高齢化、人
口減少により、地域活動の衰退が進んでいる。この地域文化の継承を地域住民が主体となり
発展的に進めていくことを狙いとし、現地の人と自然との交流を体感するプログラムや旅行
商品の造成、ゲストとホストが共に地域文化継承の担い手となる体制を構築し、観光を通じ
て持続可能な地域の活性化を図る。



２. 実施計画

体験プログラムは冬季に実施できる下記の内容をベースとし、
そのプログラムを盛り込んだ2泊3日のツアーとして販売する。
・六十里越街道七ツ滝和かんじきスノーウォークツアー
・日本で唯一の米俵生産者に教わる伝統的な米俵作り体験ツアー
（モニターツアーの募集、販売はツアーリンク庄内にて行う）

モニターがプログラムを体験している様子を動画撮影し、SNS発信や商談会
等で紹介するプロモーション動画として編集する。

≪実施スケジュール≫
ツアー販売期間：2024年12月～2025年2月
ツアー実施期間：2025年2月19日(水)～2月21日(金)
※大山新酒まつり開催日に合わせて日程を調整
SNS等で情報発信、東京で開催された日本酒イベントでツアーを販売



３. 実施状況

【実施内容】
開 催 日：2025年2月19日(水)～2月20日(木)
場 所：田麦俣地区・民宿かやぶき屋

藤島地区・ふじしま市場たわらや
参加者数： １０名
内 容：募集した2泊3日の体験ツアー「サト

モリツーリズム冬満喫体験＠鶴岡」の参加者、大
学生・留学生に「六十里越街道七ツ滝和かんじき
スノーウォークツアー」、「日本で唯一の米俵生
産者に教わる伝統的な米俵作り体験ツアー」にモ
ニターとして参加してもらい、体験の様子を動画
撮影。撮影した動画をショートムービーとして編
集。

活動の写真など



３. 実施状況



４. 事業の成果と今後の課題
【事業の成果】
冬季特有の交通アクセスの不便さによる観光客減少の課題に対し、雪原を活

かした和かんじきツアーなど魅力的な体験としては一定の好評を得ることが出
来た。
ツアー期間中の悪天候により、申込者数は12名うち2組4名が当日までにキャン
セルとなり、当日は路面状況の悪化によるアクシデントも発生した。
参加者にとっては、そのアクシデントもアクティビティの一つとして体験で

きたことが良い思い出になったと感想を頂いた。

【今後の課題】
天候リスクに備えた柔軟な対応策（代替プログラムや日程延期）を十分に用
意して、交通手段に関する情報提供やサポート体制を整備し、「冬の鶴岡だか
らこそ」というプレミアム感とともに、「安心して来られる手段」を明確にし
て安心・安全に参加できるツアーを企画していきたい。
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